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市民がつくる社会の学び
─ 台湾「社区大学」の展開と特質 ─





1．研究の課題意識

本研究は、台湾において、1990年代末に社会の民主化運動とともに生まれ、
近年急速な発展を見せている社区大学を取り上げ、その理念と展開、および実
践の特徴を明らかにし、その台湾社会における位置づけをとらえようとするも
のである。
台湾における新たな教育・学習の場である社区大学の設置と普及は、台湾の
歴史と密接な関係をもっている。台湾は、1894年から1895年の日清戦争によ
る清朝の敗北によって日本に割譲され、半世紀にわたって日本の植民地下にお
かれ、1945年に解放された。しかし、解放の喜びもつかの間、台湾民衆は国民
党の圧政下におかれることとなり、さらには1949年から1987年までの長期に
わたり、戒厳令下での生活を余儀なくされた。しかし、厳しい統制下におかれ
ながらも、東西冷戦という世界情勢の中で、社会主義中国に対する前線となっ
ていた台湾は、良好な対米関係を基礎に、1960年代から経済が飛躍し、1980
年代にかけて急速な経済発展を遂げ、香港、韓国、シンガポールとともにアジ
アの「4つの小龍」とまで称されるようになった。これによって、経済的な中
間層の形成がなされ、戒厳令解除（1987年）後の1990年代には、この中間層
を基盤に、社会の民主化を進めるための数多くの社会運動が展開された 1）。
これらの運動の主翼を担っていたのが四一〇教育改革運動である。1994年
4月 10日に台北市内で初めてのデモ行進が行われたことで、「四一〇」教育改
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革運動と称されるようになったこの運動は、民衆が教育改革を目指す知識人や
市民団体を中核として、政府に教育体制の改革を訴えたことで、全国的にも広
まっていったものである。社区大学は、この運動のリーダーであった黄武雄ら
が提唱した「知識の解放と市民社会の実現」という理念、つまり市民に大学教
育を開放することで、知識を一部の知識人や上流階層の手から解放し、これに
よって高度な自覚的市民を育成することを通じて、市民社会を建設するという
理想に基づいて構想され、設けられたものである。すなわち、社区大学は、38
年間の長きにわたって戒厳令が敷かれた台湾社会の民主化をよりいっそう推し
進め、市民が自らの手で民主的な社会である市民社会を形成し、その社会を担
う主体となるための拠点として設けられたものといえる。
社区大学の歴史と理念については、本書の第1章で詳述するが、こうした
社会運動の産物である社区大学は、高等教育の社会への開放を目指すものとし
て、中央政府ではなく地方政府が設置する、成人のための高等教育機関として、
当初、構想された。ここでいう高等教育機関とは、正規の四年制大学のことで
あり、短期大学や職業教育を行う高等専門学校や専門学校のような機関ではな
い。社区大学は正規の四年制大学と同様、単位や学位の授与も可能なものとし
て構想されたのである。しかし、正規の大学といっても独自の校舎をもたない
ことや、18歳以上であれば学歴を問わずに学習できるなどの点が、大学とは
異なるものであり、これまでにない新たな形態の大学として提唱された。そし
て、そこでの講座は、大学の講義に匹敵する学術的な教養教育を提供する学術
課程、市民の文化水準を高めるための文化教養学習の機会を提供する生活芸能
課程、市民が社会団体（以下、社団という）を組織して、学習成果を社会的な
実践へとつなげていく社団活動課程の3種類をおき、これらの学習を通じて、
市民が公共政策に関与することを促し、市民を中心とした民主的な社会、つま
り市民社会を形成していくことを目指すものとされた 2）。
しかし、実践の過程で現実化した社区大学は、構想のような正規の高等教育
機関としての大学ではなく、市民の多様な学習要求に応えるための生涯学習機
関として設置され、学位授与なども行っていない 3）。しかも、講座は特に生活
芸能課程が市民の支持を得て、急速に拡大するようになっており、構想通りの
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姿になっているわけではない。
こうした社区大学の現状は、社区大学を構想し、設置を進めてきた黄武雄ら
教育改革者を中心とした啓蒙主義的な立場からは、本来の理念からの逸脱とし
て批判されてきた。台北市文山社区大学の初代主任であり、教育改革運動のメ
ンバーでもある蔡傳暉（2000）は、「社区大学の基本理念と発展現状」におい
て、多くの学習者は大学に憧れをもっており、社区大学は大学としての風格を
もつからこそ学習者を引き付けているのだから、余暇の充実を目的にしたよう
な講座に偏ったり、単に学習者の需要や市場原理に従って講座を設置したりす
べきではないとし、社区大学の大学としての役割、つまり高等教育の機会を提
供するという役割を重視するとともに、理念を中心にして社会改革につながる
学習をすべきであるとした 4）。
台湾師範大学教授で社会教育学研究者であり、社区大学のあり方について

も影響力をもっている林振春（2001）は、「社区大学の危機と挑戦」において、
社区大学を高等教育機関としての大学としてとらえてはいないものの、社区大
学は経営のために市場の需要によって講座を開講し、生活芸能課程ばかりを発
展させていく現状があると指摘し、余暇の充実のような生活芸能課程の講座を
多く開設することは、社区大学の運営にとって「市場化の危機」であると表現
した 5）。同じく社会教育学研究者である黄富順（2002）も「台湾地区の社区大
学の発展と省察」において、学術課程や社団活動課程といった学術性、公共性
の強い講座の学習者はとても少なく、開講不能に陥っているものの、生活芸能
の講座は民衆の熱烈な参加と反響を獲得しているとし、「これは民衆の実用的
な学習の意向を示すもので、この発展趨勢は社区大学が掲げた目標とは不一致、
むしろどんどん離れていく現象がある」とし、「社区大学の目標と理想は、民
衆の実際の要求とは大きな落差がある」6）と指摘した。このように、市民から
は趣味や生活に活かせる実用的なものへの需要が高く、そのために社区大学が
これに応えて、生活芸能課程ばかりを展開していくことは、社区大学の本来の
あり方とは異なるため、理念と実践の乖離として問題視され、そしてこれらは
改善されるべきであると考えられてきた。
しかし、市民が社区大学の設置理念に基づくような学術性、公共性が高いと
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される課程の講座より、生活芸能課程といった文化教養講座を好み、それを発
展させながら学習を志向するようになっているという現実には、市民が生活し
ている社会の構造や、市民の価値観などの影響があると見るべきではないだろ
うか。こうした観点から、本研究の初歩的な課題意識を述べれば、それは、社
区大学がなぜ市民によって本来の理念とは異なる方向へと利用されてきたのか
その原因を探り、そしてそれによって社会の構造的な変化や、それにともなう
価値観の変化をとらえ、市民がつくり出す社会のあり方について考えることで
ある。そのためには、教育改革者や研究者が主張する社区大学の理念だけでな
く、社区大学の利用者である市民の視点から社区大学をとらえておく必要があ
る。以上のような課題意識のもと、まず先行研究を検討していくこととする。

2．先行研究の検討

2.1　日本における社区大学の先行研究

社区大学の先行研究は日本においては少なく、楊武勲と楊碧雲による論文が
あるのみである。楊武勲は、博士論文の中で社区大学について言及しており、
しかも、社区大学を高等教育機関としての大学とみなす立場から、その特殊性
や課題について論じている。楊武勲（2004）は、博士論文「大学改革下の大学
開放の研究：日本・台湾の比較を含めて」の中で、「社区大学は生涯教育と高
等教育との接点にあり、社会改造の実践の場でもあり、一種の大学開放でもあ
る」「高等教育および生涯学習の接点における改革のみならず、人的・システ
ム的ともに大学開放に大きな示唆を与えている」と、教育改革者たちの主張同
様、社区大学の形態がこれまでの伝統的な大学とは異なり、特殊性をもってい
ることを強調し、これが大学開放の新たな側面を開いていると述べている 7）。
また、社区大学の課題として、社区大学は、生涯学習法に非正規教育の一部
として規定されたとはいえ、台湾の高等教育政策は依然として中央政府が主導
権を握っているため、民間運動を背景にもつ社区大学は、容易に政権交代の影
響を受ける可能性があること、福祉政策などの予算拡大によって社区大学の予
算配分が縮小することで、社区大学の安定性が脅かされる可能性があることを


